
免震構造について（補足資料） 

① 直下型地震に対する免震構造の安全性について 

直下型地震に対しても、免震構造の採用によって安全な設計が可能です。 

建築基準法では、地震波の大きさと地震波の位相特性（直下型あるいは海洋型を表す指標）が定

められており、直下型地震についても検討することとなっております。 

なお、免震構造は水平動に対して有効であり、上下動に対しては効果を発揮しませんが、どの構

造においても上下動に対する効果の差はなく、いづれの構造を採用しても安全が確保されるよう検

討を行います。 

地震に対する構造種別による被害の差については、下記の図で示すとおりとなっています。 

 

 

② 免震構造と制震構造のライフサイクルコストについて 

免震構造と制震構造のメンテナンス費用の差について、図-1 にライフサイクルコスト（＝建設費

＋修復費）の概念図を示しています。仮に供用期間を50年とした場合の、制震構造と免震構造のラ

イフサイクルコストの差は約 5％となり制震構造の方が多く費用がかかります。 
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図-1 供用期間を 50年とした場合の地震損害額と初期建設費の概念図 

出典：JSCA構造パンフレット「安心できる建物をつくるために」、P9 
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